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評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

基礎・基本の学
力の定着

　授業を中核にしながら，
算数教室・家庭学習のさ
らなる充実

　プレジョイントプログラ
ム，ジョイントプログラムの
結果

　全国学力・学習状況調
査の国語・算数の平均正
答率が２～５％全国平均
より上回る。

　学級（学年）により全国
学力・学習状況調査結
果，ジョイントプログラムの
調査結果に差がある。

　全市平均を下回ってい
る教科（学級）の授業の見
直しをする。

　地域性を考えて，まだま
だ子どもの学力を伸ばせ
る余地はあると思う。

　地域ボランティアなどに
よる授業なども取り入れ，
幅広い学力をつけてほし
い。

わかる授業の
創造

　めあて意識を大切にし，
問題場面を把握できる算
数科の授業づくり

　各学年年２回の公開授
業と授業を通した若手研
究

　集団解決の場面での意
見交流が活発になりつつ
ある。

　めあてを意識することに
より，自分の思考の流れ
を表現できつつある。

　児童に考えさせる部分と
教員が指導する部分を明
確にしていく。

　押しつけではなく，主体
的に取り組ませることはと
もてよいことである。

　学校と歩調を合わせて
地域でも，協力していく。

学習規律の確
立

　生徒指導部と児童会が
タイアップした月目標設定

　児童の話す・聞く態度の
変容，代表委員会でのふ
りかえり，

　月目標を達成できている
児童（学級）が増えてい
る。

　毎月振り返ることにより
児童の意識が高まってい
る。

　月目標が単なるスロー
ガンに終わらないように，
常に意識していく。

　目標をもってがんばるこ
とは，大切なことだ。

　家庭でも両親や祖父母
ががんばる姿を見せてい
くようにする。

他者を認める
心の育成

毎月の「ともだちの日」
人権作文の発表

　人権作文の発表は全校集
会で行い，各学級でふりかえ
る。

　学習で学んだことが，日
常の生活に生きている。

　福祉教育を通して，弱い
立場の人になって考える
ことができるようになって
きた。

　福祉教育の中で，いろい
ろな立場の人々とふれ
あっていく。

　登校時の交通指導の
時，
地域の人にあいさつでき
ていない場面をを見たこと
がある。

　見守り隊を中心に地域
の大人が粘り強く呼びか
けていくほかないと思う。

他者に対する
心遣いのできる
子

学校評価アンケート
親切カードの投稿箱設置

　友だちとなかよ遊んでいま
す。

たてわり活動では，上級
生が下級生の世話ができ
ている。
　学校内では，しっかりで
きているが，下校後は不
十分である。

　たてわり活動を通して，
相手を意識して行動でき
るようになってきている。

　言葉づかいについては，
児童会活動と連携し「マ
ナーアップ週間」を強化し
ていく。

　たてわり活動の場面で
感じた子どもたちの良さを
保護者や地域の皆様に学
校だよりなどで広く知らせ
ていきたい。

　地域のいろいろな方との
ふれあいの中で学ぶこと
も多いので，地域行事へ
の参加を推奨する。

基本的生活習
慣の確立

「早寝・早起き・朝ごはん」
の呼びかけ

「早寝・早起き・朝ごはん」
の習慣がしっかり身につ
いています。

　「早寝，早起き，朝ごは
ん」は，ほとんどの子ども
がしっかりできている。

　起床については，９０％
以上の児童がめあての時
刻に起床できている。

　睡眠時間の確保の重要
性について，保護者への
発信していきたい。

　就寝時刻は，高学年が
めあての時刻に就寝でき
ていないことが目立つ。

　基本的生活習慣の確立
には家庭の支えが必要で
あるので，保護者の皆様
に働きかけていく。

体力の向上 部活動への参加促進
全校マラソン大会と朝マラ
ソン

部活動の参加率
マラソン参加状況

　部活動参加者は６割，マ
ラソン参加児童数は９割
をこえる。

　運動部活動への参加も
増えている。

　外遊びの推奨，継続的
な部活動の取り組みを支
援していく。

　低学年の児童ががんば
る高学年の姿を見て，よ
い伝統ができつつある。

　継続的な取り組みに向
けての支援をしていく。

独
自
の
項
目

・情報発信の充
実

・伝統文化にふれ
る機会

・エコライフ推進

積極的なホームページの更
新

冠句

学校ホームページへのア
クセス数

冠句投稿数

牛乳パック・アルミ缶など
の回収数

・　年間72,989回（平成27年
　度），平成28年度は，９月
　末日現在，36,000回を超
  えるアクセス 数。
・　毎月３００を超える投稿
数。
・　アルミ缶の回収代金は
　毎月１万円をこえる。

・　４年前からホームページ
　の更新が頻繁に行われる
　ようになった。
・　五七五の定型に親しみ
　書く習慣がついている。
・　地域の方からも協力し
　ていただくことができ
　ている。

・　センターサーバの容量に
　気をつけながら継続してい
　く。
・　児童朝会などで，優秀作
　品を表彰して動機付けをし
　ていく。
・　回収代金を有効利用する
　とともに，そのことを学校だ
　よりなどで発信していく。

・　学校だよりやホーム
　ページで学校の様子
　がよく分かる。更新を
　楽しみにしている。
・　学校だけでなく，地域
　の方も環境に対する意
　識が高いのはいいこと
　だと思う。

　より学習を充実させるた
めに，地域在住の伝統文
化に携わっておられる方
による授業支援が必要で
あれば，学校運営協議会
としても人材　確保に協力
していく。
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自己評価 学校関係者評価

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(　京都市立　桂東　小学校　)

　１回目評価

豊
か
な
心

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理


